
日光市放射能汚染分布 
2011.10.03-12調査/日光市 

測定地上 50cm 
マイクロシーベルト/以上～未満 

 

0.1未満    1 ヶ所   0.2% 
0.1-0.2  155 ヶ所  28.8% 
0.2-0.3  187 ヶ所  34.8% 
0.3-0.4  152 ヶ所  28.3% 
0.4-0.5   30 ヶ所   5.6% 
0.5-0.6   10 ヶ所   1.9% 
0.6-0.7    2 ヶ所    0.4% 
0.7-0.8    1 ヶ所    0.2% 

 
 

赤１０～３０万,黄6～１０万 

緑3～6万、紺1～３万 

水色～１万 ベクレル/㎡ 
 

地表面セシウム汚染地図

2011.0８．０２現在換算値 

 

放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

〈日光・放射能から子どもを守る会〉２０１２.０１.２０//no.１３ 
 

 

給食は一食ごと測定し放射能ZEROの安心 

１日でも早く以前の放射線量に戻そう 
政府･県･日光市の積極的な除染対応を望む 

放射線測定します〈無料//日時相談〉0288-26-0130 
  自宅、公園など 調査してほしいところ測定します。相談ください !!  
 

 

❑ 政府の放射能除染基準//毎時0.23μSv ❑ 

❏栃木県原発崩壊前//0.030～0.067μSv/h❏ 
 

 
 

◆ひとこと電話で声を上げよう！ 
 

 

放射能から子どもを守るため 

園庭、校庭の表土を除去してください 

給食は放射性物質のない食材を使って 
 

❏保育園・幼稚園//子育て支援課０２８８-２１-５１８６ 
❏小中学校//学校教育課   ０２８８-２１-５１８１ 
❑環境課               ０２８８‐２１‐５１５２ 
 

 

 

◆ 被ばく動物‐日光  ◆        〈2012.01.17/下野〉 

 ヤマドリ/97ベクレル、熊/934Ｂｑ、鹿/88Bq、イノシシ3頭/424～527Ｂｑ 

 

 配布から見えてきたもの//放射線量が高いことを知っていても・ 
 
  年末、旧日光市内の七里、所野地区を回ってチラシを配布しました。この日は、日

差しが暖かく外に出ていた１９人（多くは年輩の人）に、「放射能を心配しているので、

読んでください」「那須地域や日光は放射能高いんですよね」と話しながら渡しました。 
  みんな放射線のことは関心を持っていましたし、線量が高いことを知っていました。

しかし、身の周りの具体的な数値を知らない人がほとんどで、放射能は危険だとは分か

っていても、危機感は薄いようでした。ただ心配なことからか、チラシを拒否する人はい

ませんでした。多くの人に、「ごくろうさん」と声をかけられました。 
  また、数人はチラシに掲載した小中学校などの線量に見いっていました。ある夫婦

は、原発が放射能を飛散させた時、九州まで逃げたそうです。また、あるおばあさんに、

「小さい子どもが心配」と話しかけると、「保育園では、保母が見てくれているし、家では

親が見ているから心配ない」と言われ、放射線の恐ろしさは、若いお母さん、保育園で

も、知られていないようです。所野の公園（下段/測定値２地点）では、大変高い数値で、
チョッと暖かな日差しで小さな子ども連れを見かけ、身震いしました。 
 地上 1cm  0.561μSv/h  0.532～0.538μSv/h、 
 地上 50cm 0.361～0.367μSvh 0.349～0354μSv/h 
 地上 1m  0.359～0.363μSv/h 0.327～0.333μSv/h 
 

 

 

〈日光・放射能から子どもを守る会〉tel・０２８８‐２６‐０１３０//nairamdal-1871@dream.jp 

 
 
日光修学旅行／市も測定  安全アピール 
 

那須塩原市長選「両候補  放射能対策に重点」 
 

〈2012.01.17/01.18/下野〉 

 

  この 17日、18日、日光市と那須塩原市の対照的な記事が大きく報じられました。 
  日光市は、前に取り上げた「横浜市の修学旅行を考える会」からの日光市への放射

能汚染の実態・対策を知るための要望書に、「市内の小中生は日常の生活を、安全に

屋外でも通常通り活動しています」という姿勢で「安全を演出」です。また、神奈川県内

では、修学旅行先変更の要求書の動きです。（ｎｏ. 06.08）さらに、１月５日、朝日新聞

夕刊一面で、「修学旅行先『安全ですか』/日光での線量検査、保護者が要請」と報じら

れたところです。（no.12） 

  以上を受けて、１７日の記事では「日光修学旅行/父母の不安解消/独自に線量調
査」です。日光市は、「２回の『観光安全宣言』」「信頼性の高い高精度の測定器で観光

スポットの線量測定を始める」との安全アピールの姿勢です。 

  それに対して、１８日の記事、那須塩原市長選での２候補は、「放射能対策に重点」

として、阿久津候補は「公園、通学路などの除染は、国、県の指示を待たずに率先して

取り組む。内部被ばく量測定機器の早期導入。甲状腺がん無料検査の検討」、君島候

補は「外部被ばく量検査でガラスバッチを小中学生に配布。内部被ばく対策は研究を

重ねる。家庭内の除染費用補償を国などに訴える」と、それぞれ市民、子どもたちの健

康を守るために、放射線被ばくの危険に対する具体的な対策を考えています。 

  日光市は、那須塩原市と同じように高い放射線汚染でも、「安全」を叫び、すでに昨

年４月の段階から、「地元の子どもたちが屋外などで通常通り活動している姿を見ても

らうことが、安全性の理解に効果的」。(2011.04.18下野)という姿勢です。許せますか。 

  日光市は、市民、子どもたちに対しても、修学旅行で心配している父母、観光で訪

れる人にとっても、「放射能の危険」を徹底して知らせるとともに、広報での放射能情報

公開と、出来る限りの汚染さ

れた環境を改善し、一人も被

ばくさせない対策を具体的に

すすめることが「安心」につな

がるのではないでしょうか。 

mailto:nairamdal-1871@dream.jp


 

昨年から結びつきのできた「横浜市の修学旅行を考える会」の生野さんの紹介で、神

奈川県の「こども医療センター」主催の松本市長講演レポートを送っていただきました。 
 

 
 長野県/菅谷松本市長の講演から 

『こどもと妊婦を放射線被ばくから守るために』 
〈チェルノブイリ原発事故医療支援の経験を通して〉 

１ 
〈以下レポート転載/抜粋〉  ❑主催//こども医療センター 
❖日  時//平成２３年１２月１７日（土）  ❖場  所//神奈川県民センター 

❖主  題//新しい視点から見た小児の発達 ～こどもの成長・発達を守るために～ 
 
 

❑〈菅谷昭先生の経歴紹介〉 
＊１９９１年～//NGOグループによるチェルノブイリ原発事故の医療支援活動に参加 
＊１９９６年～//ベラルーシ、ミンスクの国立甲状腺がんセンター小児がん治療に従事 
＊２００４年)～//長野県松本市長 
 
 

『原子力災害に復旧復興がないこと』を 政府は認めるべき 
 

  ベラルーシ共和国の産業は、農業、林業、酪農業の３つです。広大な森が汚染され

ました。３０km圏内には、今でも人間は住めません。除染も無理です。チェルノブイリ事

故では、上空からヘリコプターを使って、崩壊した原子炉を、砂→岩→鉛→コンクリート

の順にまいて閉じ込めました。これが石棺です。 

  自然災害は復興可能！阪神淡路大震災からの復旧復興はできました。 

  原子力災害に復興は不可能！チェルノブイリ３０kmゾーンには人間が住めません。

『原子力災害に復旧復興がないこと』を 政府は国民に対して認めるべきです。 

  チェルノブイリ事故後５年が経過したとき、チェルノブイリに行きました。放射性物質

に対する危機管理がまったくなかったので、普通の服装で行きました。ガイガーカウン

ターで計測すると、どの線量計でも針が振り切れて計測不能でした。一緒に行った人た

ちは、あわててハンカチで口を押えました。呼吸器系の内部被ばくを考えたからです。

どんなに高線量であっても、痛くもかゆくもないし、味もなければ臭いもない・・測ってみ

なければわからない、それが放射性物質です。   〈次号に続く〉 
 

 

 

 

 

 放射能から子どもを守る  

 

 放射能から子どもを守る  

５年後、子どもと笑って過ごしていたいです♪ 
 

３ 
 

放射能測定器、数百万円と、こどもの命、どっちが大切！ 

 
○×市在住/仮名 ナナオ 

  タウントーク終了し、どうしても教育長さんとお話したいと、教育長さんのもとへ行きま

した。 
  牛乳を飲みたくない件について、学校から許可が出ないことを伝えました。 
  教育長さんは、『お母さんの意見を尊重して対応している』ので、その件について、

驚かれていました。でも、認められていないことを再度伝え、『牛乳を飲まなくてもいい』

と言ってくれました。 
  また、うちの学校は、給食の時に牛乳を飲まない場合、水道へ席を立つことも禁止

です。持参の水筒のお茶を飲むのも禁止です。（イジメ！？）それもおかしいので、持

参のお茶も、給食の時に飲んでいいようにお願いしました。それも、『飲んでいい』とお

っしゃってもらいました。 
  さらに、自分で安全だと思う牛乳を持参したいとも言いました。もちろんそれも、『弁

当持参と同じと考えて、お母さんの考えを尊重していますので、いいですよ。』と言って

くれました。むしろ、そう伝えてあるとのことですが、わたしは、うちの学校は、そういうこと

にはなっていません、きちんともう一度、指導なり、通達なりをして欲しいと言いました。

わたしの学校の一連の行動には、とても驚いている様子がうかがえました。 
 
★きちんと、通達されなかったら、市の教育委員会がそう思っていても、意味ないじゃ

ん！と思いました。また、すべては、校長先生の考え次第なんだな、とも思いました。★ 
 
  さらに、給食の放射能を測る機械の購入予定を聞くと、「あれは～。。。何百万円もし

て、高いんですよね～。必要ないでしょ。そこまでして。安全ですし。」とのことで、数百

万円と、命とどっちが大切ですか？バスよりも、こどもの命の方が大切だと思います。 
 
  子供は放射線に抵抗力が低いんです。（わたしも急だったので若干意味不明！？）

『でも、学校で栽培したじゃがいもなんかは、業者に依頼して測ってもらっています。』 
（それだけ？？？）逃げ腰な教育長さん。 
  時間をとらせてしまいすみませんでした。と、最後は、あきらめたわたしでした。 
 
  あ～、まだまだ遠い。。。                  〈次号に、つづく〉 

❑書籍 紹介❑ 放射線の危険を知り、汚染社会で暮らすために 
❖自分と子どもを放射線から守るには〈日本版〉  世界文化社800＋tax 

〈２００３年発行/ベラルーシ/ベルラド放射能安全研究所/著作〉

チェルノブイリ原発事故からの教訓から、放射能の危険を理解すること、食品の放射

能汚染を減らす工夫、家庭菜園について、やさしく紹介しています。 


